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７
月
８
日
（
土
）、
大
東
市
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
第
38
回
大
阪
の
消
防
大
賞
」
を
八

尾
市
消
防
団
が
34
年
ぶ
り
に
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
阪
の
消
防
大
賞
と
は
、
産
経
新
聞
社
が
提
唱

し
、
大
阪
府
民
の
生
活
と
財
産
を
守
る
た
め
日
夜

活
躍
す
る
優
秀
な
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
功
績

を
府
民
と
と
も
に
た
た
え
、
防
火
、
防
災
意
識
の

一
層
の
高
揚
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
昭
和

61
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
表
彰
式
や
市
長
か
ら
の
記
念
品
贈

呈
、
小
学
生
に
よ
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
、
続
く

第
２
部
で
は
大
阪
府
下
消
防
音
楽
隊
が
合
同
演
奏

会
を
行
い
、
華
や
か
な
中
に
も
格
式
を
重
ん
じ
、

す
べ
て
の
消
防
人
の
労
に
報
い
る
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

　

八
尾
市
消
防
団
は
、
昼
夜
問
わ
ず
起
こ
り
う
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、
資
機
材
の
整
備
、
訓
練
を

実
施
し
、
ま
た
全
て
の
女
性
団
員
が
応
急
手
当
指

導
員
の
資
格
を
取
得
し
、
普
通
救
命
講
習
等
で
指

導
し
な
が
ら
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
平
時
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受

賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
身
を
引
き
締
め
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
市
民
の

安
心
、
安
全
の
た
め
に
平
時
の
訓
練
や
活
動
を
大

事
に
し
、
防
火
・
防
災
へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

◆
（
久
宝
寺
分
団　

佐
野　

吉
宏
）

第38回「大阪の消防大賞」受賞第38回「大阪の消防大賞」受賞

「
大
阪
の
消
防
大
賞
」
受
賞

「
大
阪
の
消
防
大
賞
」
受
賞
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令
和
５
年
度
に
消
防
団
員
の
任
命
を
受

け
ら
れ
た
、
19
名
の
新
団
員
の
皆
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

柳
井　

博
信
（
久
宝
寺
）

① 

自
営
業
（
電
気
工
事
士
）

② 

バ
イ
ク
、
お
酒
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン

③ 

久
宝
寺
に
４
５
年
住
み
、
小

中
高
全
て
八
尾
市
の
学
校
で
学
び

ま
し
た
。
八
尾
市
の
為
に
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

阪
口　

将
（
南
高
安
）

① 

会
社
員

② 

カ
ラ
オ
ケ

③ 

消
防
団
員
と
し
て
、
１
日

で
も
早
く
地
域
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

　

石
田　

幸
一
（
曙
川
）

① 

居
酒
屋 

店
主

② 

魚
釣
り

③ 

消
防
団
員
と
し
て
１
日
も

早
く
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

井
垣　

信
秀
（
西
郡
）

① 

飲
食
業

② 

ゴ
ル
フ

③ 

ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
為
に
と

い
う
思
い
で
頑
張
り
ま
す
。

　

平
野　

奈
央
（
女
性
）

① 

会
社
員

② 

映
画
鑑
賞
、
水
泳

③ 

積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　

松
倉　

良
典
（
南
高
安
）

① 

設
備
業

② 

野
球

③ 

消
防
団
員
と
し
て
、
地
域

の
安
心
安
全
を
守
り
、
ど
ん
な

災
害
に
も
立
ち
向
か
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

近
藤　

功
（
曙
川
）

① 

設
備
業

② 

ゴ
ル
フ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

③ 

地
域
の
為
に
、
消
防
、
防

災
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
川　

良
和
（
西
郡
）

① 

自
営
業

② 

祭
り

③ 

少
し
で
も
地
域
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

永
尾　

和
哉
（
志
紀
）

① 

会
社
員

② 

野
球
、
ゲ
ー
ム

③ 

消
防
団
員
と
し
て
新
人
で
は

あ
り
ま
す
が
、
１
日
も
早
く
先
輩

方
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

川
﨑　

直
也
（
南
高
安
）

① 

鉄
工
所

② 

キ
ャ
ン
プ

③ 

高
齢
化
が
進
む
社
会
で
近

所
の
方
々
と
密
に
連
携
を
取
り
、

周
り
か
ら
頼
ら
れ
る
消
防
団
員

を
目
指
し
ま
す
。

　

本
荘　

喜
愛
（
大
正
）

① 

会
社
員

② 

ド
ラ
イ
ブ

③ 

自
分
が
少
し
で
も
地
域
に

貢
献
出
来
る
よ
う
に
精
進
し
ま

す
。

　

平
木　

康
晴
（
西
郡
）

① 

塗
装
工

② 

釣
り

③ 

消
防
団
員
と
し
て
地
域
と

密
着
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

上
地　

優
斗
（
山
本
）

① 

会
社
員 

② 

ゴ
ル
フ

③ 

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
よ
り
早
く
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

矢
野　

凌
士
（
南
高
安
）

① 

自
営
業

② 

野
球　

ゴ
ル
フ

③ 

責
任
の
あ
る
消
防
団
員
と

い
う
役
割
を
全
力
で
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
等
、
積
極
的
に
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

楠
木　

裕
之
（
大
正
）

① 

自
営
業

② 

マ
ラ
ソ
ン

③ 

消
防
団
員
と
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
の
防
災
に
貢
献

で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

　

奥
埜　

哲
生
（
久
宝
寺
）

① 

会
社
員

② 

ゴ
ル
フ

③ 

少
し
で
も
地
域
貢
献
が
出

来
る
様
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

佐
藤　

城
志
（
山
本
）

① 

理
容
業

② 

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

③ 

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
、
地

域
の
方
々
が
安
心
安
全
に
日
々
暮
ら

せ
る
様
、
私
自
身
も
消
防
団
員
と
し

て
一
日
一
日
成
長
す
る
た
め
努
力
し
、

尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
川　

誠
（
曙
川
）

① 

会
社
員

② 

野
球
観
戦

③ 

消
防
団
と
し
て
１
日
で
も

長
く 

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　

竹
田　

裕
亮
（
大
正
）

① 

会
社
員

② 

バ
イ
ク
、
登
山

③ 

地
域
の
た
め
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

氏
名
（
所
属
）

①
職
業

②
趣
味

③
抱
負

新
団
員
の
紹
介

新
団
員
の
紹
介



第 48 号（3） 八尾市消防団広報 令和 5年 (2023) 10 月

地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

　

４
月
１
日
（
土
）、
大
阪
府
中
部
広

域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
八
尾
市
消
防

団
員
任
命
式
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の

規
模
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
後
、
大
松
市
長
か
ら
の
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
八
尾
市
消
防
団
で

長
年
に
渡
り
活
躍
さ
れ
、
昨
年
度
末
で

退
団
さ
れ
た
退
団
者
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
今
年
度
よ
り
幹
部
へ
昇
任
さ
れ

る
団
員
に
対
し
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
新
戦
力
と
な
る
新
入
団
員
に

対
し
て
も
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
八
尾
市

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
松
村
団

長
か
ら
退
団
者
へ
の
労
い
の
言
葉
と
昇

任
者
、
新
団
員
へ
の
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
新
入
団
員
を
代

表
し
て
、
南
高
安
分
団　

中
・
南
部
分

隊
の
松
倉
良
典
団
員
が「
誓
い
の
言
葉
」

を
松
村
団
長
へ
伝
え
、
閉
式
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
正
分
団
で
は
、
今
年
度
３
名
の
団

員
が
入
団
し
ま
し
た
。
新
団
員
の
本
荘

喜
愛
団
員
は
、「
今
回
新
団
員
へ
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
新
団
員
と
し
て

訓
練
を
積
み
重
ね
、
消
防
団
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
先
輩
方
の
指
導

の
も
と
、
一
日
も
早
く
一
人
前
の
消
防

団
員
と
な
っ
て
、
私
達
の
住
む
町
が
、

ず
っ
と
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
全
力
で
消
防
団
活
動
に
精
励
し
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
と
て
も
頼
も

し
い
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

我
々
八
尾
市
消
防
団
大
正
分
団
は

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
の
消

防
団
精
神
を
大
切
に
消
防
団
活
動
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
（
大
正
分
団　

西
田 

祥
久
）

　

４
月
29
日
（
土
）、
恩
智
川
水
防
事

務
組
合
主
催
の
水
防
訓
練
が
東
大
阪
市

花
園
中
央
公
園
に
て
行
わ
れ
、
東
大
阪

市
と
八
尾
市
の
職
員
及
び
消
防
団
員
総

勢
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
豪
雨
に
よ
り
恩
智
川
の
水

位
が
上
昇
し
堤
防
よ
り
溢
水
し
た
と
の

想
定
で
、
水
防
作
業
の
技
術
向
上
と
体

制
強
化
等
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
女
性
分
団
は
、
北
西
方
面

隊
と
共
に
改
良
越
水
止
め
ス
チ
ー
ル
工

法
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
設

置
・
土
嚢
作
成
運
搬
等
の
工
程
も
、
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
自
分
の
知
識
や

技
術
を
高
め
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
こ
れ
ま
で
に
類

を
見
な
い
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
実
際
の
現
場
で
は
、
風
雨
で
足

場
も
悪
く
情
報
伝
達
も
難
し
い
状
況
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
的
確
な
活
動
を
す
る
た
め
に
も

日
頃
の
訓
練
や
災
害
に
対
し
て
の
備
え

や
心
構
え
が
非
常
に
大
切
だ
と
強
く
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
女
性
分
団
も
、
八
尾
市
消
防

団
の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
今

後
と
も
し
っ
か
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
（
女
性
分
団　

小
宮 

美
奈
）

令
和
５
年
度
消
防
団
員
任
命
式

令
和
５
年
度
消
防
団
員
任
命
式

恩
智
川
水
防
訓
練

恩
智
川
水
防
訓
練

　
　
　

～
花
園
中
央
公
園
～

　
　
　

～
花
園
中
央
公
園
～
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５
月
14
日（
Ａ
課
程
）、６
月
４
日（
Ｂ

課
程
）
の
２
日
間
、
大
阪
府
立
消
防
学

校
に
て
、
新
団
員
を
対
象
と
し
た
基
礎

教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ａ
課
程
で

は
、
ポ
ン
プ
操
作
（
器
具
取
扱
要
領
、

放
水
訓
練
）、
安
全
管
理
（
座
学
）、
訓

練
礼
式
（
規
律
）
を
、
Ｂ
課
程
で
は
、

防
災
訓
練
（
泥
歩
行
訓
練
）、
救
急
救

助
（
搬
送
及
び
ロ
ー
プ
結
索
）、
火
災

防
御
（
座
学
）
を
学
び
ま
し
た
。

　

基
礎
教
育
訓
練
を
受
け
ら
れ
た
団
員

の
皆
様
は
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚

を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
大
き

さ
を
再
認
識
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
基
礎
教
育
訓
練
で
学
ん
だ
こ

と
を
基
礎
と
し
、
各
分
団
に
て
復
習
、

応
用
を
繰
り
返
し
、
個
々
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
分
団
の
活
性
化
、
結
束
力
に

生
か
し
、
来
る
べ
き
有
事
の
際
に
は
地

域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
と
し
て

大
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◆
（
南
高
安
分
団　

山
本 

大
寛
）

　

５
月
15
日
（
月
）、
北
東
方
面
隊
高

安
分
団
と
南
東
方
面
隊
曙
川
分
団
合
同

の
自
主
夜
間
訓
練
を
高
安
分
団
管
区
内

の
総
池
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
新
人
団
員
教
育
及
び

明
る
く
作
業
し
や
す
い
昼
間
で
は
な
く
、

機
材
や
照
明
が
限
ら
れ
て
い
る
夜
間
に

行
い
、水
利
は
「
自
然
水
利
し
か
な
い
」

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
条
件
の
中
で
、

い
か
に
現
場
で
迅
速
・
的
確
に
放
水
ま

で
の
一
連
の
操
作
が
行
え
る
か
と
い
う

想
定
訓
練
で
し
た
。

　

訓
練
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
池
に
直

接
吸
管
を
入
れ
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る

も
な
か
な
か
圧
が
上
が
ら
ず
放
水
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
度
訓
練
を
中
止
し
、
各
部
の
点
検

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
吸
管
部
の
結
合
箇

所
に
緩
み
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
圧
が
漏

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
結
合
箇
所
を
締
め
直
し
、

訓
練
を
再
開
し
ま
し
た
。
放
水
は
分
岐

管
を
使
用
し
、
１
線
２
口
で
行
い
ま
し

た
。

　

各
持
ち
場
を
決
め
、
新
人
団
員
に
教

育
し
な
が
ら
掛
け
声
や
ホ
ー
ス
延
長
時

の
注
意
点
・
結
合
方
法
な
ど
を
説
明
し

訓
練
を
進
め
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
明
る
い
現
場
で
は
な
く
暗

闇
と
い
う
事
も
あ
り
手
こ
ず
る
場
面
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
放
水
す

る
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
事
が
多
い
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
迅
速
に
吸
水
が
で
き
な
か
っ

た
反
省
点
も
あ
り
、
平
時
か
ら
資
機
材

や
車
両
の
点
検
が
と
て
も
重
要
だ
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

火
災
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な

状
況
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

全
体
で
意
識
を
高
め
て
想
定
訓
練
及
び

い
つ
で
も
有
事
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
こ
う
と
士

気
が
高
ま
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

◆
（
曙
川
分
団　

吉
安 

直
也
）

基
礎
教
育
訓
練（

基
礎
教
育
訓
練（
AA･･

BB
課
程
）

課
程
）

放
水
訓
練

放
水
訓
練
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５
月
９
日
（
火
）、
大
阪
府
公
館
に

お
い
て
、
令
和
５
年
春
の
褒
章
受
章
者

の
大
阪
府
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

褒
章
と
は
、
特
定
の
社
会
的
分
野
に

お
け
る
、
事
蹟
や
徳
行
の
す
ぐ
れ
た
方

に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
種
類
は
藍
綬
、

黄
綬
、
紫
綬
、
緑
綬
、
紅
綬
と
あ
っ
て
、

綬
色
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
名
称
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
「
藍
綬
褒
章
」
と
は
、

消
防
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
消
防
防
災
活
動
に
献

身
的
に
努
力
し
、
消
防
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
八
尾
市
消
防
団
員
と
し
て
令

和
５
年
春
の
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

の
は
、
山
本
分
団
の
分
団
長
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
石
井
一
夫
分
団
長
で
す
。

　

石
井
分
団
長
は
、
昭
和
59
年
４
月
に

八
尾
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
か
ら
、

永
き
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
安
全
安
心

の
た
め
に
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
、
令
和
４
年
４
月
に
は
山
本
分

団
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
る「
分
団
長
」

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
も
分
団
長

と
し
て
積
極
的
に
消
防
団
活
動
に
従
事

さ
れ
、
部
下
団
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

他
の
団
員
の
模
範
と
な
り
今
日
ま
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
度
の
受
章
に
至
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
山
本
分
団
の
団
員
と
し
て
も
、

石
井
分
団
長
の
藍
綬
褒
章
受
章
は
と
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
と
同
時
に
今
後
も
よ
り
一
層
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

こ
の
度
の
石
井
分
団
長
の
受
章
に
恥
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
山
本

分
団
と
し
て
防
災
意
識
の
向
上
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

◆
（
山
本
分
団　

川
西 

明
）

　

５
月
21
日
（
日
）、
美
園
小
学
校
に

お
い
て
、
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類

へ
移
行
と
な
っ
た
た
め
、
煙
中
体
験
が

加
わ
り
、
水
消
火
器
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

を
消
防
署
栄
町
出
張
所
と
久
宝
寺
分
団
、

自
治
会
の
方
々
の
参
加
に
よ
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
へ
水
消
火
器
の
使
い
方
や

初
期
消
火
の
説
明
を
行
い
、
実
際
に
使

用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
煙
中
体
験
で

は
、
視
界
の
悪
さ
、
煙
の
中
で
の
動
き

方
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
に
お
い
て
は
、
水
の
代
わ
り
に
玉

入
れ
の
玉
を
使
用
し
、
紅
白
に
分
か
れ

て
競
争
を
す
る
な
ど
楽
し
く
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
園
自
治
会
の
方
々
に
は
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
で
可
搬
ポ
ン
プ
を
活

用
し
て
の
放
水
訓
練
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
消
防
団
員
に
よ
る
取
扱

説
明
及
び
実
演
を
行
っ
た
後
、
自
治
会

の
方
々
に
も
ポ
ン
プ
側
、
放
水
側
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
、
放
水
時
の

水
圧
に
負
け
な
い
た
め
の
補
助
員
の
重

要
性
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
様
々
な
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
く
持
た
れ
た

方
々
が
多
く
、
良
い
訓
練
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
自
分
自
身
も
も
っ
と
意
識
、

ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

岩
本 

暢
宏
）

藍
綬
褒
章　

受
章

藍
綬
褒
章　

受
章

美
園
地
区　

自
主
防
災
訓
練

美
園
地
区　

自
主
防
災
訓
練
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５
月
27
日
（
土
）、
幸
町
第
１
公
園

内
に
お
い
て
、
木
村
重
成
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
な
の
に
気
温
が
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ぐ
ら
い
の

活
気
が
あ
り
地
域
の
皆
様
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
西
郡
分
団
は
警
備
を
担
当
し

ま
し
た
。
他
分
団
の
方
達
に
も
応
援
い

た
だ
き
、
消
防
団
員
同
士
の
絆
が
結
ば

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
も
地
域
の
皆
様
と
今
年
以

上
の
活
気
で
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
（
西
郡
分
団　

津
曲 

望
）

日
は
何
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

と
何
度
か
住
民
の
方
々
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
か
ら

意
識
し
な
い
と
消
火
栓
を
把
握
で
き
ず
、

火
事
や
大
規
模
災
害
な
ど
の
い
ざ
と
い

う
時
に
速
や
か
に
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を

結
合
し
て
消
火
活
動
す
る
こ
と
が
難
し

く
被
害
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
貢
献
す
る
為
に
、
定

期
的
に
防
災
活
動
の
訓
練
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
（
志
紀
分
団　

竹
田 

哲
郎
）

　

５
月
末
か
ら
８
月
末
ま
で
の
４
ヶ
月

間
、
志
紀
分
団
で
は
４
分
隊
全
て
の
管

内
の
消
火
栓
の
場
所
と
蓋
な
ど
の
異
常

の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

確
認
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
で

消
火
栓
が
記
載
さ
れ
た
地
図
を
確
認
し

な
が
ら
、
徒
歩
で
の
見
回
り
で
す
。

　

徒
歩
で
の
確
認
を
行
っ
た
こ
と
で
、

消
火
栓
の
確
認
以
外
に
も
良
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
町
会
や
地

域
の
方
々
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
な
と
感
じ
て
い
た
中
、
徒
歩
で

の
確
認
中
に
、「
ご
苦
労
様
で
す
。
今

　

５
月
20
日
（
土
）・
６
月
10
日
（
土
）

２
回
に
分
け
て
高
安
分
団
は
、
若
手
団

員
を
対
象
と
し
た
放
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
訓
練
等
実
施
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
特
に
若
い
団

員
は
訓
練
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
関
連

に
も
参
加
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
伴
い
若
い

団
員
だ
け
で
な
く
全
団
員
の
放
水
技
術

の
練
度
を
上
げ
る
べ
く
放
水
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
最
初
に
ポ
ン
プ
操
法
経

験
者
や
幹
部
団
員
の
指
導
の
下
、
手
び

木
村
重
成
祭

木
村
重
成
祭

志
紀
分
団
管
内
消
火
栓
調
査

志
紀
分
団
管
内
消
火
栓
調
査

弓削分隊弓削分隊

田井中分隊田井中分隊

老原分隊老原分隊

天王寺屋分隊天王寺屋分隊

新
団
員
教
養
訓
練

新
団
員
教
養
訓
練
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ろ
め
に
よ
る
ホ
ー
ス
延
長
・
筒
先
の
結

合
・
分
岐
管
の
操
作
等
、
基
本
的
な
資

機
材
の
取
り
扱
い
を
空
操
法
で
行
い
、

動
作
や
周
囲
の
状
況
、
結
合
の
安
全
確

認
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、

幹
部
指
導
者
が
注
意
点
の
指
摘
を
す
る

こ
と
で
改
善
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
実
際
に
地
元
の
池
を
水

利
に
利
用
し
通
水
し
て
の
放
水
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
若
い
団
員
に
は
放
水
時

の
姿
勢
や
筒
先
の
操
作
は
も
と
よ
り
、

水
圧
の
強
さ
を
体
感
し
て
ほ
し
い
訓
練

で
し
た
。
初
め
は
水
圧
で
筒
先
が
振
ら

れ
て
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
放
水
時
の

正
し
い
姿
勢
な
ど
を
指
導
し
た
後
は
安

定
し
た
放
水
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
火
災
出
動
時
に
消
防
団
が

消
火
活
動
を
行
う
こ
と
は
極
々
稀
で

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
う

い
う
事
態
に
な
っ
た
時
に
団
員
各
々

が
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
」
で
は
な
く
、
指
揮
者
の

指
示
に
対
し
「
誰
で
も
そ
の
状
況
の

指
示
に
対
応
で
き
る
」
よ
う
定
期
的

な
訓
練
を
高
安
分
団
は
行
な
っ
て
い

き
、
個
人
的
に
も
防
災
意
識
と
資
機

材
取
扱
い
の
練
度
を
今
以
上
に
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
高
安
分
団　

竹
内 

孝
太
郎
）

　

龍
華
分
団
で
は
、
様
々
な
地
域
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
活
動
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

① 

５
月
28
日
（
日
）

　

JR
久
宝
寺
駅
直
結
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
タ

ワ
ー
ズ
に
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
器
の
使
用

体
験
や
煙
中
体
験
等
、
た
く
さ
ん
の
住

民
の
方
に
ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

② 

６
月
４
日
（
日
）

　

亀
井
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
催
の
地
域
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
ま
し

た
。
積
載
車
の
展
示
や
放
水
訓
練
、
消

防
団
員
募
集
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
放
水
訓
練
で
は
、
小
さ
な
お
子
様

か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
地

域
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛

況
で
し
た
。

　

６
月
４
日
（
日
）、
八
尾
市
立
用
和

小
学
校
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
主
催
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
、
街
中
で

は
マ
ス
ク
姿
の
人
々
が
減
り
つ
つ
あ
る

な
か
、
今
年
も
沢
山
の
人
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
親
御

さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
参
加
し
て
い
る

子
供
さ
ん
が
多
数
お
ら
れ
、
楽
し
そ
う

に
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
幼
少
の

こ
ろ
か
ら
こ
う
い
っ
た
訓
練
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
防
災
意
識
を
高
め
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生

消
防
隊SA

FETY
の
皆
さ
ん
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
世
代
の
消
防
・
防
災
を
任

せ
て
い
き
た
い
ぐ
ら
い
の
活
躍
で
し
た
。

◆
（
八
尾
分
団　

梅
本 

司
）

③ 

８
月
５
日
（
土
）

　

亀
井
小
学
校
に
て
亀
井
地
区
福
祉
委

員
会
主
催
の
納
涼
祭
が
開
催
さ
れ
、
西

門
前
の
警
備
及
び
自
転
車
置
き
場
へ
の

誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
等
も
な
く
、
皆
様
納
涼
祭
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
龍
華
分

団
は
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、

積
極
的
に
地
域
行
事
に
参
加
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
（
龍
華
分
団　

佐
々
木 

祐
介
）

龍
華
分
団
活
動
報
告

龍
華
分
団
活
動
報
告

用
和
小
学
校
区　

防
災
訓
練

用
和
小
学
校
区　

防
災
訓
練
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「
広
報
委
員
長
　
今
仲
　
幹
夫
」

　
消
防
団
係
の
方
が
前
も
っ
て
会
議
資
料
を
消

防
団
長
は
じ
め
団
本
部
の
方
と
全
分
団
長
に
届

け
、
会
議
が
円
滑
に
進
む
よ
う
段
取
り
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
会
議
は
約
二
時
間
要
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
労
力
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の

無
い
よ
う
に
、
消
防
団
活
動
に
取
り
組
も
う
と

改
め
て
思
っ
た
見
学
取
材
で
し
た
。

「
広
報
副
委
員
長
　
岩
本
　
暢
宏
」

　
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
冒
頭
の
警
戒
出

場
時
、
出
場
し
て
い
る
団
と
消
防
本
部
と
の
情

報
交
換
（
共
有
）
を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
の
話
は
、

す
ご
く
大
事
な
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
広
報
副
委
員
長
　
上
田
　
聡
」

　
こ
の
度
、
分
団
長
会
議
の
見
学
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
内
容
や
有
事
の
対
応
な
ど
様
々
な
意
見
交

換
が
さ
れ
て
い
て
、
各
分
団
と
の
情
報
共
有
や

連
携
が
図
ら
れ
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
が

感
じ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
幹
部
の
皆
様
の
消

防
団
と
し
て
の
活
動
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

る
様
を
目
の
当
た
り
に
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
広
報
部
会
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
す
大
正
分
団
の
今
仲
幹
夫
で

す
。
広
報
委
員
の
皆
様
に
各
分
団
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
等
を
発
信
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
色
ん
な
角
度
か
ら

消
防
団
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
上
田

聡
副
委
員
長
と
岩
本
暢
宏
副
委
員
長
と

私
で
６
月
の
分
団
長
会
議
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

　

分
団
長
会
議
は
消
防
本
部
次
長
と
警

防
課
消
防
団
係
の
職
員
の
方
と
消
防
団

長
を
は
じ
め
と
す
る
団
本
部
の
方
の
出

席
に
よ
る
会
議
で
、
毎
月
一
度
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
に
、
６
月
２
日
の
線
状
降
水
帯

に
よ
る
豪
雨
被
害
状
況
と
警
戒
出
場
の

状
況
報
告
、
出
場
時
の
活
動
内
容
を
消

防
本
部
と
共
有
す
る
内
容
等
に
つ
い
て

改
善
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

想
像
以
上
に
議
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
、
訓
練
部
会
の
会
議
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
中
河
内
地

区
支
部
総
合
訓
練
の
議
題
で
は
、
誰
が

ど
の
部
隊
の
隊
長
で
、
消
防
車
両
で
の

出
場
は
ど
の
分
団
が
車
両
で
参
加
す
る

の
か
、
80
名
の
参
加
人
員
の
各
分
団
の

割
り
振
り
は
ど
う
す
る
か
等
、
長
い
時

間
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、

幹
部
科
「
初
級
指
導
課
程
」「
現
場
指

揮
課
程
」「
分
団
指
揮
課
程
」、機
関
科「
ポ

ン
プ
車
課
程
」、
救
助
資
機
材
講
習
「
ド

ロ
ー
ン
講
習
」
が
あ
り
、
団
員
の
経
験

と
実
績
と
階
級
の
条
件
を
満
た
し
た
者

か
ら
選
考
し
受
講
し
ま
す
。
人
選
に
お

け
る
議
題
は
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、毎
年
行
わ
れ
て
い
る
消
防
署
・

消
防
団
合
同
訓
練
の
議
題
は
所
要
時
間

が
一
番
長
く
、
団
員
が
一
人
で
も
多
く

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
訓
練
内
容
は

も
と
よ
り
、
日
程
・
開
催
時
間
へ
の
配

慮
が
随
所
に
見
え
ま
し
た
。
訓
練
関
係

議
題
は
、
ど
の
議
題
よ
り
も
幹
部
の
皆

さ
ん
が
真
剣
に
審
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
尾
市
消
防
団
の
団
本
部
の
分
団
長

会
議
は
、
団
活
動
の
心
臓
部
で
し
た
。
普

段
の
ま
ま
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
今
回
の
分
団
長
会
議
の
見
学
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
団
本
部
の
方

と
分
団
長
の
皆
さ
ん
が
職
務
を
務
め
あ
げ

る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
経
験
と
人
望
と
消
防
団
員
の
心
構
え

を
兼
ね
備
え
た
方
々
が
幹
部
の
職
務
を
務

め
あ
げ
、
分
団
を
率
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

自
分
も
一
人
で
も
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
邁
進
し
ま
す
。

　

団
本
部
の
皆
様
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
す
。
こ
の
度
は
分
団
長
会
議
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
自
分
が
所
属
す
る
分
団
の
分

団
長
に
も
日
頃
の
感
謝
を
つ
た
え
ま
す
。

～
取
材
メ
モ
～

【
審
議
・
確
認
事
項
】

●
令
和
５
年
度
の
定
例
表
彰
者

●
分
団
長
以
上
の
退
団
希
望

●
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

●
消
防
団
員
教
育
訓
練

【
お
知
ら
せ
事
項
】

●
救
助
資
機
材
講
習(

ド
ロ
ー
ン
講
習)

●
大
阪
の
消
防
大
賞

●
広
報
部
会
の
開
催

●
第
２
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
資
格
取
得
講
習

●
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
訓
練
予
定

●
今
後
の
行
事
予
定

広
報
部
員
名
簿

〔分団長会議の様子〕

消防本部１階　研修場

分
団
長
会
議
に
潜
入
し
て
み
ま
し
た

分
団
長
会
議
に
潜
入
し
て
み
ま
し
た


